
 「通級による指導のガイド」（仮称）について（基本方針） 

 

   

 作成目的：  通級指導を初めて担当する教員にとって分かりやすいガイドとするとと

もに、通級指導の経験が３年目くらいまでの教員も対象とする。 

ガイドを通して、通級による指導に何が求められているか、通級の担当

として、どのような役割・仕事を担っているのか。また、通級による指導

を適切に行う上での留意事項等について理解できるものとする。 

   ※既存の手引き等との重複にならないようにする。 

経験４年目以降の教員はある程度の知識やスキルが身につき、文科省

編著の通級による指導の手引きや既存刊行物（*）でのスキルアップが可

能であると考える。 

（*）・教育支援資料 

・発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制

整備ガイドライン 

・特別支援学校学習指導要領解説自立活動編 

・「発達障害に関する通級による指導担当教員等専門性充実事業」

実践事例集 

・障害に応じた通級による指導の手引き 

・小学校・中学校通常の学級の先生のための手引き書(特総研） 

形式・分量：・記載する内容、分量ともに厳選したものとする。（既存の手引きや参考

資料については、ＵＲＬなどを適宜紹介する。） 

・実際の指導場面や教材・教具等の写真、イラスト、図表等を用いる。      

     

ガイドの構成：１）基本事項についての説明 

２）1年間の実践を見通した通級指導の解説 

３）実践例 

４）参考 

ではいかがか。→別紙目次案参照 

 

内  容：❖基本事項（障害（児童生徒）理解、通級の教育課程上の位置づけ） 

❖アセスメント 

・フロー図（気になる児童生徒の気づきから、利用決定まで） 

・通常の学級における指導、校内支援体制による個別的な指導も踏まえ

て、通級の必要性について判断する必要がある。 

・診断の有無に関わらない。年度途中の利用開始や終了もある。  

・関係機関・外部専門家・保護者との情報共有・連携について 

・保護者への説明に際しての参考（リーフレット作成、との意見も） 

資料１ 



・在籍学級における行動観察のポイント 

❖個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成と活用について（記載例含む） 

❖指導方法（ポイントを示し、詳細は実践例で。） 

❖評価について 

❖実践例 

 

実 践 例：（盛り込む内容） 

・事例紹介について、一つの事例は見開き2頁で完結する程度。 

・アセスメントの内容 

・個別の指導と集団による指導 

・アセスメントや指導についてのポイント 

・短期的指導、長期的指導の双方の観点が必要。 

（事例） 

・アセスメント結果を踏まえた具体的な指導内容の設定を解りやすく示し

た事例 

・通常の学級との適切な連携が図れている事例 

・個別の教育支援計画等の活用により進学時に切れ目ない支援が行われて

いる事例 など 

 

 

作業スケジュールの再確認： 

 2019年4月17日（水） 第２回（ガイドの構成について意見交換） 

   5月10日（金） 第３回（基本事項に含める事項について、事例の様式の検討） 

   6月17日（月） 第４回（事例の様式の検討、構成の確認、執筆分担の確認） 

    ７月     執筆開始 

         ８月       第５回（現状共有、事例の確認・検討） 

９月～12月    執筆 

  2020年１月～３月   第６回（原稿案の確認、） 

             ３月末      ガイド完成 

※執筆開始後の確認作業等はメールで行うこともある。 

 

 

  



別 紙 

 

通級による指導のガイド 

目次（案） 

 

 

第１部 通級による指導を担当するにあたって 

第１章 はじめに 

第２章 基礎知識（障害種、ICF、合理的配慮） 

第３章 通級による指導の位置付け 

教室運営の概要（通常の学級との違い） 

教育委員会、校長、特別支援教育コーディネーター等の役割分担 

第４章 通級による指導のフロー図（気になる児童生徒の気づきから利用決定まで） 

 

第２部 通級による指導の年間の動き～4月から3月まで、どのような業務があるの？～ 

第１章 利用開始まで ※特に、実態把握・アセスメントについて詳細に。 

第２章 個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成 

第３章 計画に基づいた指導（目標設定、指導内容選定、手立て、評価・見直し） 

第４章 在籍学級の担任、保護者、関係機関、外部専門家との連携 

 

第３部 実践例集 

 

第４部 参考 

 ・インクルＤＢ（インクルーシブ教育システム構築支援データベース）の紹介

http://inclusive.nise.go.jp/ 

 ・特別支援教育教材ポータルサイトの紹介 http://kyozai.nise.go.jp/ 

 ・（独）特総研インターネットによる講義配信コンテンツの紹介 など 


